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■ 事務連絡 ■ 

  ＊ロータリー米山記念奨学会より 

   ハイライトよねやま１８０号 到着 

  ＊新富士ロータリークラブより 

   ＩＭ参加のお礼 到着 

  ＊東日観光株式会社（ＲＩ旅行サービス指定代理店） 

   ２０１５年国際ロータリー年次大会旅行募集案内 到着 

 

■ 例会変更 ■ 

  ＊裾野ＲＣ 

   ３月２７日(金)→夜間例会 

  ＊新富士ＲＣ 

   ３月１７日(火)→１４日(土) 施設訪問そば打ち例会 

   ３月３１日(火)→特別休会 

   → 

■ 週報到着 ■  

沼津ＲＣ 

 

 

会長挨拶 

第１５５１回例会 会長挨拶 

会長 濱田清明 

皆さんこんにちは。第１２回目の紹介者は石井優君です。石

井君は１９７７年１２月１６日生まれの３８歳でいらっしゃいます。ご

職業は内装業で株式会社アイワークスの代表取締役であられま

す。 

経歴といたしましては１９９５年３月に三島高等学校を卒業され

地元の飲食店に就職されました。２年後の２０歳の時に東京へ行

き、さまざまな仕事をされたそうです。さらに２年後の２２歳の時に

地元へ戻り、ここで一人親方として内装業を営んでいた事務所

に入り内装工として働き始め、現在の礎を築かれました。自分は

器用ではないので、さまざまな業務を担う仕事より一つの事を極

めていく職人に向いていると思ったそうです。感じた通り他の人

より細かい作業が出来るようになっていったそうで、不器用な人

間の方が職人に向いていると確信したとの感想をお話下さいま

した。３１歳の時に独立し、１年間は個人事業主として直接お客

様から仕事を頂き、職人２人を使い３人でこなされたそうです。 

この時は１年間でたった３日しか休まずに頑張られたそうです。

当然、身体的には辛かったけれど売上的にはとても良く、翌年か

らは現場管理をやるようになり、直接お客様とやり取りをするよう

になると付き合いも増え、仕事量も更に多くなっていき、特に沼

津柿田川ロータリークラブに入ってから人脈と信用が出来たとの

事です。現在では社員７名と外注職人を６名から１３名ほどを使

い、会社を運営していらっしゃるそうです。 

さて、石井君の沼津柿田川ロータリークラブ入会時のお話で

すが、２０１２年５月に入会されました。現在入会されて３年目とな

ります。スポンサーは髙田聡さんです。独立した頃より仕事を頂

いている髙田さんに誘われたそうで、これから社長業をやってい

く上で他業種の方々と会い、色々な話を聞くことで見識を広めら

れたらと思い、入会されたそうです。入会した当初は右も左もわ

からず緊張していたけれど、２ヶ月を過ぎたころから色々な方の

話を聞けて楽しくなってきたとの事で、今は特に年上の方の話を

聞くのが好きで、少し砕けた話も出来る夜の飲み会が楽しいとお

話下さいました。又、若い人も多く入会し、相談も受ける立場とな

り、ロータリアンとしてまだまだ心情と行動が伴っていないけれど

も自覚は出来たと仰って下さいました。 

今後はロータリー活動として各委員会、幹事などが出来るよう

に頑張っていきたいと抱負を話して下さいました。 

今後のご活躍を期待し会長挨拶と致します。 

幹事報告 

クラブ管理運営委員会 

委員長 梅田欣一 

３月２３日(月)の次回例会は長泉山荘での花見例会です。 

点鐘１８：３０ 送迎バス→野口商店前１７：４５頃発 

宜しくお願い致します。 

委員会報告 



 
本日のゲスト・ビジター 

 

ビジター 三島西ＲＣ 小野金彌 様 

ビジター 沼津西ＲＣ 重光純 様 

ゲストはありませんでした。 

 
スマイル報告 

 

 梅田欣一 また司法修習生を連れてきました。 

 小野金彌様よりお気持ちいただきました。 

 山本 勲  本日「有吉ゼミ」に放映されます 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 席 報 告  
      

  会員数 
出席計算に 

用いた会員数 

出席計算に 

用いた出席者 出席率 
３ 月 ２ 日    

修正出席率 

２１名 ２０名 １７名 85.00% 95.00% 

 

 

 

 

 

出席： 古泉・太田・野口・菊地・前田・岩本 他  計１７名 

 

欠席： 髙田・石井・中田・中田・荒川・荒川・荒川 計３名 

 

ＭＵ：  前田・石井・中田・荒川 田             計４名 

◆次回例会プログラム◆ 夜間花見例会 

R 

会員卓話 

奉仕プロジェクトについて 

奉仕プロジェクト委員長 大石昭裕 

クラブ・リーダーオシップ・プラン(ＣＬＰ)は２００４年ＲＩ理事会

で採択され、推奨クラブ細則が改正されました。どのようなクラブ

でも効果的な管理ができるような枠組みと、各クラブが独自性を

築くための土台を新たに提供して、クラブの強化を図る事を目

的にしたものです。 

 このプランによる常任委員会は①会員増強委員会 ②クラブ

広報委員会 ③クラブ管理委員会 ④奉仕プロジェクト委員会 

⑤ロータリー財団委員会 の五つに簡素化されています。 市

内４ＲＣも全てＣＬＰを導入しており、クラブによっては更に小委

員会を設置しています。 

例えば、奉仕プロジェクト委員会でいうと青少年、職業奉仕、

社会奉仕、国際奉仕各小委員会で構成されています。少人数

の当クラブでは無理なことですが。 

 ロータリーは社会奉仕する団体であると一般的には受け取ら

れ、ロータリアン自身もそう考えている向きが多いようです。ロー

タリーが掲げる五大奉仕（クラブ奉仕、職業奉仕、社会奉仕、国

際奉仕、新世代氏奉仕）を見ても、社会奉仕が重視されている

のは間違いありませんが、余りにも範囲が多すぎて、どこでいか

なる奉仕が必要なのか意識しなければ、手のつけようがありま

せん。しかも会員数にも限りがあり、クラブ資金にも限界があると

思うようなプロジェクトの実行は難しい。 

地区補助金という財源があります。国内・国外の奉仕プロジェ

クトに対し、当クラブは２０名以上いますので奉仕プロジェクトの

かかる資金の半額、上限２０万円以上が申請により補助されま

す。２０名未満だった昨年は１０万円が上限でした。会員が増え

補助金も増額になった訳ですが、この補助金を有効に活用す

るためにも魅力ある奉仕プロジェクトを展開していく必要があり

ます。 

初めに補助金有りきではないのですが、魅力ある立派な社会

奉仕は地域社会において、クラブの魅力や関心を高めます。こ 

れはクラブの生き残りに対する大きな要因の一つであり、会員

増強にも直接的に繋がります。会員が増えれば資金も増え、更

なるプロジェクトが可能になります。 

自分たちの地域社会を「より住みやすく住みやすい社会」に

するための魅力ある有意義なプロジェクトを今後、会員全員で

考えていきたい。ご意見を参考に次年度以降のプログラムに反

映させていきたいと思っています。 

本日は奉仕プロジェクトについて、大石奉仕プロジェクト委員長の卓話です。 

その後、今後の奉仕についてテーブルごとにディスカッションを致しました。 


